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ヘビの腫蕩細胞から発見されたレトロウイルス （矢印，電子顕微鏡写真24,000倍）

〔右の図はウイノレス粒子が形成される過符 u二から下，電子顕微鋭写真115,000倍）〕
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く大学の動き＞

部局長の交替等
数理解析研究所長

文学部長

服部正明文学部長の任期 満了に伴い，その後任

として木田賀信文学部教授 （西南アジア史学講座

担 当）が 1月16日任命された。任期は昭和61年 1月

15日までである。

成中平鮎数理解析研究所長の辞任に伴い，その

後任 として島田信夫数理解析研究所教授（基礎数

学第二研究部門担当）が 1月31日任命された。任

期はH百和62年 1月30円までである。
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昭和 59年度の停年退職教官

京都大学教員停年規程により ，次の方々（教授30名）が，木年 3月31日付けで

退職される。
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. i I i微細生物の生化学 高年素の構造と機 ｜
月 裕彦 I10. 5. 2唱 ｜稲阿県 ｜生物 化 学 ｜能代訪日制御巡伝子の梢造と機能発 ｜
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I I I ""'I医療過失の研究，アルコール医学の研 ｜
政維 I1]. i. 2s I大阪府［法 医 ナ ｜究，焼死の研究，損傷と兇認の研究 ｜ 
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部局職名氏 名 ｜即日 ！出身地講座等 ｜ 研 究 分 野

楽学；＇ ffl ｜富川議占 ｜大正 ｜兵 叫 ｜衛生化予 II肥満細胞の機能と糊・分化及び PHB
教 波 1 I 10. 7. 2 I I ｜代謝の生化学的研究

ク I 11: 上 IW 之 ｜i1 s 5 I千柴山 ｜楽j刊他物化学 天然物化学：モノテノレベン配糖体及び
I I . ・ I I I 関連物質の研究，天然キノンの研究

工学 m1 !llf 崎 一I11. 1. 1 I llld ill Yr~ l有機反応化学 ｜有機反応化学，有機合成化学の領成で
教 授 I I I ｜の新制選択的合成法の闘拓研究

桐策良 三 j11. 1.12 I剖｜

I // I 111 山戸火 ＼1]. 2. 18 I大阪府町分子引制手岬…造体

久 佐
相川 I,,_ ・ 情報理論オベレーシ‘ノズ ・リサー。 ニー 田 11・3・26 I 山 1《 I"r ir1r1 仁学 チ， （J頼性 ・保全性工亭及び多値論理

政学 i"m 山本昌木 JO. 9. 13 I大阪府 ｜他物病理学 ｜植物病態生理学抗とく tこ，ジャガイモ
教 筏 ｜ ｜ ｜疫病における低性機作に関する研究

I // ｜池山部徳川 lJ. 25 I鹿山 水産化学 ｜糊 j粧品線路

I // 1刈本 - I 1 i. 3. 13 I 京都府木材化工学 ｜ 木材の化学加工， 特に寸法安定化，，＿ ~.／＼
｜ ｜分解，加水分解，結晶化及び化学修飾

I ''' ) i 莞 二 i11. 4. J l 仰木材工芋 ｜ 碍塁手議磁0:；：~~諒2言葉
教 委印綬 Irlii Ill 倣 （＇F 10. 12. 14 I大阪府独 訴｜ω 近代 ・現代の文学及び思想

f'r 川 必 －I JI I 31 I I叫社 会 学 ｜知識社会学

句究所綬 ｜づ反 l丘 一 I10. 7. 12 京都市丸材市電体高分問気物性

i藤川栄一 ＼11. 2. 2 I大阪府抗癌医薬同三祭器産量b日実験成化学を基盤とす

人文科教学研究所授 Iキ Ill 光 )1s 1 此 5 1 I 愛知県 J 11 本 ’1lt 湘心 ｜｜ 史日本研及究び中国の技術を中心とした文化

吋研究~ ， お凶日／I 11. 3. 16 I兵庫県食船生産 ｜初 り の 生 向 引 先

防災研究所 ｜石附滋雄 110. 7. 7 東京 都耐風桃造 ｜悠築物の耐風性周辺気流構造物の
教 J受 ｜ ｜風による振動に関する研究

。 若 林 '.l't I 10. 8. 13 I 1東京都 ll脆性秘造耐lQI 耐民構造学，特に鉄筋コンクリート椛I I ｜造，鉄骨格造，合成構造の研究

京都大学医療技術短期大学部教員停年規程により，次の方が，本年3月31日付

けで退職される。
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く紹介〉

ウイルス研究所

血 清 免疫研究部門

ウイルスと宿主の相互作用の研究が血清免疫研

究部門の中心になっている。ウイルスは宿主なし

では増殖できないところに特徴がある。マイコプ

ラズマのような最小の微生物から大樹に至る植

物，ヒトを含めた全ての動物がウイルスの宿主生

物となっている。ウイルスは宿主を次々と変える

こともできる。生物種，個体，細胞のレベルで‘宿

主は変ってし、く。ヒトに白血病をおこすレトロウ

イルスは，サル，ウサギ，ラットのような他の種

にも感染可能であることが分った。ヒトでは母か

ら子へ，夫婦問，輸血などでこのウイルスは宿主

を変えている。こうした感染経路を知るには血請

を採取してウイルスに対する免疫抗体の有無を測

定することである。本研究部門では成人T細胞白

血病ウイルスがどのような抗原をつくり，宿主と

なった人はウイルスに対してどのような免疫を獲

得するのかを解析している。これは個体のレベル

でのウイルスと宿主の相互作用の研究である。

次にウイルスが細胞に入りこんだ時にどのよう

な変化がおこるのか，ウイルスと宿主の細胞レベ

ルでの研究が大切である。細胞性免疫で重要な役

割を果しているT細胞は IL2と呼ばれるリンフ

ォカインが存在すると初めて増殖可能となる。 T

細胞の膜表面には IL2レセプターがあり，この

レセプターと IL2が結合して増殖のシグナルが

発信できるからである。普通は抗原やレクチンの

刺棋により一定期間 IL2レセプターが誘導され

るが，成人T細胞白血病ウイルスは IL2レセプ

ターを永続的に誘導することができる。この能力

が感染したリンパ球の永続的増殖につながるもの

と考えている。

これまでに述べた制胞レベルでの変化を本研究

部門のスタッフはさらに分子レ

ベルで‘解明する ことに努力して

いる。成人T細胞白血病ウイル

7-.の遺伝子には pXと称する前

半IJ.機能不明の領域が存在してい

る。本研究部門ではこの領域が

ヒトのリンパ球の中で蛋白をつ

くっていることを，遺伝子工学

的に cDNAクローンの塩基配

列を決めることにより 切らかに

した。そうして実にこの pX飢

域が細胞レベルで見られたリン

パ球に IL2レセプターを誘導

する引き金になっていること

を，直接 pX-DNAを細胞中に

サルのレト口ウイルス粒子から取りだされた2本のウイルス遺伝子

（電子顕微鏡写真180,000倍）

（ lつのレトロウイ叫子には2本の剛造伝子＼

が入っている。 ノ

組み込むことにより証明したo

T細胞の異常な永続的増殖のき

っかけをつくったのはウイルス

の pX遺伝情報によるものであ

る。このような遺伝子の役割は

ヒトのレトロウイルスの研究に

よって初めて明らかにされたも

ので，他の癌の発癌過程を知る

上にも重要な知見を与えてくれ

ている。

-608ー



京大 広報 1985. 2. 1 

痛ウイルスは動物界

で広汎に見出されてい

るが発癌の遺伝情報は

ウイルスが宿主の発描

泣伝子をウイルス粒子

中に持ちこんだもので

ある。癌ウイルスの遺

伝子を研究しているう

ちにそのことが分って

きた。細胞中にある癌

遺伝子（オンコジンと

も呼んでいる）は現在

20種類知られていて，

正常では発生，分化，

i首殖に重要な機能を果

している。ところが府

遺伝子が蛋白をつくる

｜！初こ，その:JJl:，質，タ

イミングをあやまる

と，癌の形質をあらわ

すことになる。本研究
マウスのレトロウイルスに感染した宿主細胞から取りだされた

部門のスタッフは京阪
ウイルス DNA

やflJ也方の患者の癌で絹遺伝子の質的変化のあるも

のを見出している。これは患者の正常部位と忠部

とを比較解析して初めていえることで，臨床との

直接の結びつきが大切となる。このように本研究

部門はウイルスと宿主の相互作用，それに伴う疾

患を主に分子のレベルで‘解明する研究を行ってい

る。

（ウイルス研究所）

己主l
四占 貢（本学名誉教授 ・医学博士）

インドにて 1fJ17n逝去， 64歳。本学医学部卒業。 fl('{

和3~下本午医学部附属＆：fl＇守病特別研究室（のちに研究施

ウイノレス粒子中の RNA遺伝子

は感染細胞に入ると，逆転写酵素に

よりウイノレ久 DNAを形成する。

これがレトロウイノレスの特徴であ

る。

aとbヵtウイノレス DNA。 c は；ミ

トコ γ ドリア DNA(a, bとの大

きさの対比のため〉。

；立〉教授就任， 58年退官，その問医学部附属皮府病特別

研究施設長（35年～49年， 50年～58年〉を併任。専門は

らいの潟II術学及び病理’手。
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